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１ 活動の背景

◼日本はアメリカ、中国、ドイツに次ぐ、
大規模なウェルネス市場を有する国。

◼観光庁は国内各地の観光のあり方とし
て「稼げる地域・稼げる産業」の構築
を掲げている。

◼島根県においては観光資源を利益へと
還元する例は相対的にまだ少ない。

◼島根県では特に隠岐の島や島根半島で
古くから自生し、生薬や飲料として親
しまれてきた植物として、「クロモジ
（黒文字）」がある。

◼豊富に存在しながらも未利用資源であ
る「クロモジ」を活用したウェルネス
製品を開発することにより「稼げる産
業」への可能性が広がる。

クロモジの若い果実 著作者：Alpsdake
CC 表示-継承 3.0



２ 本活動の目的

◼「クロモジ」を活用した
ウェルネス製品のニーズ調
査を実施・分析し、可能性
を考察する。

◼島根県が持つ優位性・課
題を把握したうえで「ク
ロモジ」を活用したウェ
ルネス製品の企画・開発
する。
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◼「クロモジ」を活用し
たウェルネス製品を使
用した観光プログラム
を開発する。
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◼化粧品市場やウェルネス市場に関する

知見を深めた。

具体的には、

・経済産業省が中心となりまとめた

『化粧品産業ビジョン』を購読後、

島根県産業技術センター上池研究員に

化粧品に関する講義をしていただいた。

・大田市の奥出雲薔薇園様を見学し、

無農薬の薔薇を原料とした製品を見学、

ローズサイダーの試飲、保湿クリーム

の試作品を試させていただいた。

奥出雲薔薇園様（大田市）にて
同社の製品の説明を受ける。

３ 春学期の活動➀



◼クロモジ製品の企画・開発

・ロールコロンを検討

・７つのサンプルから候補を選出

・ロゴマークのアイデア提案

・香水の名前の提案

３ 春学期の活動➁



４ 秋学期の活動

◼アンケート調査方法を教科書で学ぶ。

◼アンケート内容の作成。

◼出雲大社前商店街と道の駅きらら多岐でアンケート調査実施。



５ アンケート調査概要

実施日：2025年12月13日、14日

実施場所：出雲大社正門前商店街、道の駅きらら多伎

有効回答者数：94名（男性36％、女性64％）

主な質問項目：

➀香りを普段の生活に取り入れているかどうか。

➁香りの製品の購入の際に重視する要素

➂香りの製品に対する支払意思金額

➃「クロモジ」を使用した製品の製品化希望
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アンケート回答者の属性（回答者数94人）



（単位：人、複数回答）
（５３．１％）

（４０．４％）

（２８．７％）
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香りの製品を購入する際に重視する点



各商品を購入する際にいくらまで出せるか（単位：人、複数回答）



「化粧品」に

いくらまで使えるか
（単位：人、複数回答）

◼ 40代から50代は2000円以下の支
払意思が高いことがわかる。

◼ 20代が一番2000円～3000円の化
粧品への支払意思が高いことが
わかる。

◼ 化粧品として製品化する際には
ターゲット層は20代に設定する
とよいのではないか。



「香水」に

いくらまで使えるか
（単位：人、複数回答）

◼ 20代が一番香水に高い支払い
意思を持つ傾向にある。

◼ 30代以上は年齢が上がるにつ
れ購入自体しない割合が高く
なる。

◼ 香水として製品化する際には
ターゲット層は20代に設定す
るとよいのではないか。



◼ 全体を通して1000円以下また
は2000円以下が需要が高いこ
とがわかる。

◼ 年代による支払意思のばらつ
きが小さい。

◼ ドラックストアで売られてい
るハンドクリームの値段も
1000円以下が多いことから、
他の製品に比べて値段以外の
差別化が重要になるのではな
いか。

「ハンドクリーム」に
いくらまで使えるか
 （単位：人、複数回答）



◼ 全体を通じて1000円以下の支
払意思が高い。

◼ 年代によるばらつきは小さい。

◼ 年齢が上がっても支払意思額
は大きく増えなていないこと
から、コストパフォーマンス
が重視されていると考えられ
る。

「石鹸」に

いくらまで使えるか

 （単位：人、複数回答）



クロモジを使用した製品でフレグランス以外で製品化してほしいもの（複数回答）



６ アンケート結果分析

◼ 多くの人（76％）が日常的に香りを取り入れて生活している。

◼ 香りは主に、室内に置いたり身に着けることが多く（53.1%、40.4％）、

使用する場面は、リフレッシュしたい時が断トツで高かった（51.1%）。

◼ 香り製品への支払意思価格を年齢別に見ると、20代は「化粧品」ならば3000円以下、

「香水」ならば4000円以下まで支払ってもよいと思う人々が他の年齢層に比べて多い。

◼ その一方で、「ハンドクリーム」には1000円以下と2000円以下中心、「石鹸」には

1000円以下中心と、比較的どの年齢層も同じ支払意思を持っている。

◼ クロモジを使用した他の製品化希望としては、比較的単価が安い「ハンドクリーム」や

「入浴剤」への需要が同率（24％）で高い。同じ理由で、「石鹸」への需要も15％ある。

私たちが企画した製品に近い「化粧水」は12％であった。



７ まとめ
◼ 本活動では、島根県に豊富に存在しながら十分に活用されてこなかった地域資源

「クロモジ」に着目し、その製品化を進めると同時に、クロモジのウェルネス製品

としての可能性を探った。

◼ アンケート結果を見る限り、普段から香りを生活に取り入れている人は多く、香り

の製品に対する需要も高いことがわかった。

◼ 一方で、各製品に対する支払意思価格は異なっており、また年齢層によっても支払

意思金額は異なることが把握できた。

◼ 今回の活動を通じて、調査結果から得られた知見をうまく利用し、各製品に対して

支払意欲の高い層にターゲットを絞り、製品を企画・開発・販売することで、

「クロモジ」を利用した島根県独自の「稼げる産業」を生み出すことは十分可能で

あることを示すことができた。

◼ 一方で反省点としては、クロモジ製品を活用した観光プログラムの開発にまでは到達

することができなかった。
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